














広 瀬 健 一
強誘電体の不善合なm icrodomain練達 を現明する理絵 と して,従来,
I.格子欠陥を原因 とす る理 論
2.誘電-体表面の二次元電子梅子を原因 とす る理絵
があ る. この うち,後者の二 次元電子格子理論 はm icrodomainの周期 を定 真竹に現明で
きている.
二次元電子格子理論 とは,m icrodom ainを形成す る自発分極 を安定化す る表面中和電
荷が,Madeiung energyを最小 にす るように規則正 しい梅 子を組む とす るものであ
る. くFig. 1) MadeIung energyは,正方格子. 三角梅子それぞれにつ い
て, 1 3. 9004 el/ D, -3. 9 206 el/ D*と計7T･されている. そ して,表面中和電荷が
m icrodom ainを中軸す るとし, 自発分極Ps,m icT･0domainの面積 S,素電
荷粛 eの間の,
Ps･S-e
の関係 よ りm icrodom ainの周期が求め られ る. (F ig. 2)
しか し,二次元格子理投で は,m ic･rod}om ain構造 の異方性 を鋭明 していない. すなわ
ち,M ade1ung energyを最小にす る電子配置を考露す るだけな ら,F ig. 1の よ
うな等方的な domainが形成 されるはず だが,実際にはF ig. 2の ような一方 の軸の方向 に
のみ分極の変調が起 きるような異方性が存在す るのであ る｡ 異方性が況明 できないの は, 従来 の二
次元電 子格子理論 では, 中和電子 とbackどr_o undの格子 との相互作用を考庶 していないた
めであ る｡ 本研究 では, 中和電子 と back g ro u∩ dの格子 との相互作用 を考慮 す ることに よ
り, m icrodom ain樵進の異方性 を説明す る.

































F･ig. 2 m icrodomain構造
